
 平成27年4月1日より平成28年3月31日までの岩手

県内における献血者数は延べ45,278人。200ｍＬ献

血が2,774人。400ｍＬ献血が31,606人。血漿成分献

血が3,413人。血小板成分献血が7,485人でした。

400ｍＬ献血率は91.9％でした。また医療機関には、

赤血球製剤60,430単位、血漿製剤23,689単位、血小

板製剤99,860単位の延べ183,979単位供給いたしま 

した。  

 本年度も医療機関の要望に応えるべく活動 

してまいります。どうぞよろしくお願いい 

たします！ 
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 ＡＬＴとは主に肝細胞に存在する酵素です。何らかの異常で肝細胞が破壊されることにより血液中に流れ出します。肝炎

ウイルスの検査法がなかった時代に輸血血液の安全性を確保するために60 IU/L以下という基準を設け、基準に該当する血液

を輸血血液として使用してきました。しかし、核酸増幅検査（ＮＡＴ）などのウイルスの検出感度の高い検査法も導入され、

献血血液の安全性は確保されています。また、平成23年から25年にかけて献血血液1590万本を対象にした調査でもウイル

ス性肝炎の検査項目とＡＬＴの関連性は示されませんでした。ＡＬＴ上昇のほとんどは脂肪肝などの理由と考えられていま

す。 以上のことから、日本赤十字社では平成28年4月1日より100 IU/L以下に基準を引き上げ、該当の献血血液を輸血用

血液製剤や血漿分画原料として使用します。 
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日本赤十字社では、献血してくださった皆様の中から通知を希望さ
れる方に感謝の気持ちとして、ＡＬＴ検査をはじめ7項目の生化学
検査及び、8種類の血球計数検査成績をお送りしています。検査結
果は献血後概ね2週間程度で親展にて郵送しております。ぜひご活
用ください。 

健康管理に役立て
てほしいっち！ 
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‣平成27年度採血・供給速報 

 ～ご協力いただきありがとうございました～ 

‣ALT検査による製品除外基準が変更になりました 

‣もりおか献血ルーム メルシー 移転5周年！ 

‣血液ミニ知識 vol.4  

‣岩手県の献血・供給状況（3月） 

献血ルーム移転５周年イベントの様子 2016.4.10 もりおか献血ルームメルシー  

 献血ルーム移転5周年を記念して4月1日より、もりおか献血ルームメルシーでは、5
周年記念のイベントを行っております。この日は春の暖かい陽気の中、70名の方にご
来所いただき、62名の方にご協力していただきました。 

※詳細は裏面をご覧ください。 

岩手県の供給状況 岩手県の献血状況 



赤血球製剤  
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■岩手県赤十字血液センターホームページ 

 http://www.iwate.bc.jrc.or.jp/ 

Data 岩手県の献血・供給状況（3月） 

【献血状況】 

 全血献血200mL換算で5,534本、献血目標5,602本

に対し68本減の達成率98.7％でした。400mL献血率

（400ｍL献血者数／全血献血者数）は93.6％でした。 

【供給状況】 
 赤血球製剤は200mL換算で5,044単位の供給本数

でした。確保率（献血本数／供給本数）は109.7％で

あり、安定供給に必要な108％を超え、安定して血液

製剤を医療機関にお届けすることができました。 

  

献血受付者数 

4,431人 
献血者数 

3,770人 

岩手県の供給状況 

供給本数 

14,894単位 

岩手県の献血状況 

2016年1月号より、ホームページでも当広報誌
「Blood Information」が閲覧できるようになりま
した。毎月下旬に最新号を掲載する予定です！ 
ぜひご覧ください。 

  

 
 

■赤血球製剤 

■血漿製剤 ■血小板製剤 
（Buffy Ｃoat 
内に含まれる） ■赤血球製剤 

 保存温度：2～６℃ 
 有効期間：採血後２１日間 
 出血および赤血球が不足す 
 る状態に使用される。 

■血漿製剤 
 保存温度：－２０℃ 
 有効期間：採血後１年間 
 複数の血液凝固因子の欠 
 乏による出血傾向のある    
 場合に使用される。 
  
 

■血小板製剤 
 保存温度：２～６℃ 
 有効期間：採血後４日間（要振とう） 
 血小板の減少などによる出血ないし出 
 血傾向のある場合に使用される。 
 
※詳しくは日本赤十字社ホームページ 
 
 
 
 
 

 もりおか献血ルームメルシーは皆様に支えられてこの春、盛
岡市大通ＣＴ３３ビル４階に移転してから５周年をむかえるこ
とができました！これを記念し、日ごろの感謝の気持ちを込め
て、もりおか献血ルームメルシーでは５周年のイベントを実施
いたします。4月30日（土）までイベントを行っておりますの
で、皆様ぜひご来所ください！ 

 また、年度初めの４月は会社や学校が忙しい時期に
あたり、献血にご協力いただける方が少なくなります。
患者様に安定的に血液を供給できるよう、献血へのご
協力をいただけるようお願い申し上げます。 

http://www.jrc.or.jp/activity/blood/list/ 


